
六
月
二
六
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
出
席
者
は
、
会
員
九
名
、

ゲ
ス
ト
三
名

〇
例
会
議
題

一
、
近
況
報
告

六
月
一
六
日
に
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

・
辻
谷
守
氏
蔵
書
見
学

保
存
場
所
は
、
大
道
開
発
（
有

）
社
内
に
あ
る
氏
の
書
斎
、
大

型
の
倉
庫
、
大
型
コ
ン
テ
ナ
三

棟
、
自
宅
内
の
四
カ
所
を
氏
の

ご
厚
意
に
よ
り
拝
見
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
他
に
熊
牛
原
野
に
あ
る
倉

庫
に
も
保
管
し
て
い
る
、
と
の

こ
と
で
し
た
。

文
学
・
歴
史
関
係
の
貴
重
本

を
中
心
に
推
定
数
量
は
約
四
万

冊
が
あ
り
そ
う
で
す
。

・
町
内
チ
ャ
シ
跡
見
学

弟
子
屈
町
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
片
岡
学
芸
員
の
案
内
で
、

ウ
ラ
ン
コ
ウ
シ
チ
ャ
シ
、
ク
ッ

シ
ャ
ロ
シ
ベ
第
一
チ
ャ
シ
、
同

第
二
チ
ャ
シ
、
プ
イ
ラ
ク
ニ
チ
ャ

シ
の
四
カ
所
を
見
学
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
チ
ャ
シ
も
草
む
ら
の

中
に
あ
り
、
道
案
内
と
現
地
説

明
が
な
け
れ
ば
そ
の
所
在
に
は

気
が
つ
く
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
。こ

の
場
所
に
「
チ
ャ
シ
」
を

設
け
た
理
由
を
考
え
る
貴
重
な

体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

・
種
市
資
料
移
動
に
伴
う

本
棚
制
作

総
会
で
承
認
さ
れ
た
、「
種
市

佐
改
資
料
の
移
設
に
伴
う
本
棚

制
作
」
に
つ
い
て
は
、
試
作
品

の
本
棚
を
作
成
し
た
の
で
、
改

良
点
な
ど
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
い

た
だ
き
た
い
。

教
育
委
員
会
か
ら
資
材
の
一

部
に
コ
ン
パ
ネ
、
角
材
の
提
供

が
あ
り
ま
し
た
。

二
、
令
和
６
年
度
の

予
算
書-
再
提
出

前
回
の
例
会
で
諮
っ
た
六
年
度

の
予
算
案
に
対
し
て
、
特
別
会

計
を
設
け
て
は
如
何
か
、
と
の

提
案
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
八

〇
万
円
を
特
別
会
計
に
振
り
向

け
、
歳
入
歳
出
総
額
五
二
万
四

二
五
一
一
円
を
本
年
度
の
予
算

と
し
ま
し
た
。

三
、
情
報
提
供

〇
ふ
る
さ
と
歴
史
館
の

事
業
計
画

令
和
六
年
度
の
事
業
計
画
が
提

示
さ
れ
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
歴

史
館
に
関
す
る
予
算
が
一
七
万

円
で
す
。

例
会
で
報
告
は
し
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
ふ
る
さ
と
歴
史
館
専

任
の
学
芸
員
が
六
月
で
退
職
し

ま
し
た
。
現
在
新
た
な
学
芸
員

を
八
月
一
日
採
用
で
公
募
し
て

い
る
、
と
の
こ
と
で
す
。

〇
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
の

事
業
計
画

当
会
が
構
成
団
体
に
汲
み
込
ま

れ
て
い
ま
す
の
で
、
六
月
一
二

日
に
総
会
が
開
催
さ
れ
出
席
し

ま
し
た
。

「
松
浦
武
四
郎
さ
ん
の

コ
タ
ン
滞
在
記

ー
現
代
の
武
四
郎
さ
ん
と
イ
ソ

リ
ツ
カ
ラ
の
心
友
も
尾
語
り
を

添
え
て
」

（
最
終
回
）

講
師
：
斎
藤
敬
子
さ
ん

一
月
か
ら
始
ま
っ
た
斎
藤
さ
ん

の
五
回
目
の
講
義
で
、
予
定
の

講
義
項
目
の
終
盤
に
差
し
掛
か

り
ま
し
た
。

講
義
の
中
で
、「
テ
シ
カ
ガ
」

の
町
名
の
語
源
が
「
岩
盤
の
上
」

と
な
っ
て
い
る
が
、「
テ
シ
」
と

は
本
来
「
簗
（
や
な
）」
の
意
味

で
あ
り
、
い
ず
れ
の
日
に
か
、

こ
の
簗
の
意
を
地
名
解
に
加
え

て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
、
と
の
提

案
が
な
さ
れ
た
。
会
員
か
ら
は

「
そ
う
だ
よ
な
ぁ…

」
と
の
声
が

も
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
松
浦
武
四
郎
の
蝦
夷

地
探
検
は
、
単
に
地
理
や
地
名
、

風
俗
、
産
物
を
調
べ
る
だ
け
で

は
な
く
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
も
国
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の
民
の
数
で
は
な
い
か
、
と
虐

げ
ら
れ
て
い
た
ア
イ
ヌ
民
族
の

窮
状
を
幕
府
に
訴
え
る
こ
と
を

し
、
そ
の
煽
り
で
記
録
文
書
の

出
版
を
禁
止
さ
れ
る
な
ど
の
処

分
を
受
け
た
こ
と
を
話
さ
れ
た
。

令
和
六
年
七
月
二
四
日
（
水
）

一
九
：
〇
〇
か
ら

ふ
る
さ
と
歴
史
館

（
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
）

釧
路
市
立
博
物
館
講
演
会

「
三
重
県
松
阪
市
出
身
の
探
検
家
・
松

浦
武
四
郎
と
釧
路
」

と
き
：
七
月
九
日
（
火
）
十
八
時
～

会
場
：
釧
路
市
立
博
物
館
講
堂

講
師
：
松
浦
武
四
郎
記
念
館

館
長

山
本
命

氏

特
別
ゲ
ス
ト
：
三
重
県
松
阪
市

市
長

竹
上
真
人

氏

聴
講
：
申
込
不
要
・
無
料

（
斎
藤
さ
ん
提
供
）

2024年（令和６年）６月２７日 発行 №010

次
回
の
例
会

情
報
提
供

む
か
し
む
か
史
写
真
館

№343

弟
子
屈
橋
か
ら
下

流
の
釧
路
川
の
河
道

が
現
在
の
形
に
な
っ

た
の
は
、
大
正
九
年

の
大
洪
水
の
後
で
あ

る
。
写
真
は
、
釧
路

川
旧
河
道
の
対
岸
か

ら
撮
影
し
た
札
木
久

八
が
営
む
札
木
大
工

の
家
と
細
工
場
で
、

『
弟
子
屈
町
商
工
の

歩
み
』
に
依
れ
ば
、

札
木
久
八
は
、
明
治

一
八
年
に
標
茶
の
釧

路
集
治
監
を
建
設
す

る
た
め
に
来
道
し
、
釧
路
集
治
監

が
完
成
し
た
の
ち
硫
黄
山
の
硫
黄

搬
出
の
た
め
の
挽
車
づ
く
り
を
し

た
、
と
あ
る
。
明
治
二
十
年
代
、

弟
子
屈
に
市
街
地
が
形
成
さ
れ
始

め
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
家
を
建

て
た
の
が
札
木
久
八
の
札
木
大
工

で
、
写
真
の
場
所
に
住
宅
と
細
工

場
を
設
け
て
定
住
し
た
の
は
明
治

二
九
年
頃
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
少
し
下
流
に
本
山
旅
館
の

敷
地
内
に
温
泉
の
マ
ー
ク
が
あ
る
。

『
弟
子
屈
町
史
』
に
「…

本
町
に

温
泉
の
あ
る
こ
と
を
知
り
、
明
治

一
六
年
に
狩

猟
を
兼
ね
て

夏
だ
け
住
ま

う
温
泉
宿
を

つ
く
っ
た
」

と
あ
る
が
、

こ
れ
が
松
浦

武
四
郎
の

『
久
摺
日
誌
』

に
「
（
現
摩

周
駅
付
近
の

宿
泊
地
：
筆

者
注
）
川
の

西
岸
に
渡
っ

て
二
、
三
町

も
上
が
る
と
、

川
の
岸
に
温

泉
が
あ
っ
た
。

鹿
が
群
れ
を
な
し
て
、
こ
の
辺
の

泥
を
食
っ
て
い
る
」
と
の
記
述
が

あ
り
、
松
浦
武
四
郎
が
見
た
温
泉

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
筆
責

松
橋
）

「
む
か
し
む
か
史
写
真
館
」
に
つ
い
て

「
て
し
か
が
歴
史
写
真
館
」
は
、
平
成
三
〇

年
一
二
月
に
№
212
（
「
む
か
し
む
か
史
シ
リ

ズ
」
で
は
№
338
）
を
最
後
に
平
成
三
一
年
一

月
号
で
連
載
終
了
の
告
知
で
終
刊
と
な
っ
た
。

新
た
に
「
む
か
し
む
か
史
写
真
館
」
と
改

題
し
て
復
刊
し
、
「
む
か
し
む
か
史
シ
リ
ー

ズ
」
の
連
番
を
振
っ
た
。

『弟子屈町商工の歩み』から
大正２年頃の弟子屈市街図

屈
斜
路
湖
中
島
に
関
す
る
論
文

斎
藤
さ
ん
の
講
義
か
ら
会
員

の
が
過
去
に
屈
斜
路
湖
の
中
島

を
調
査
し
た
と
き
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
に
派
生
し
て
い
き
ま
し
た
。

日
本
火
山
学
会
に
「
北
海
道

屈
斜
路
カ
ル
デ
ラ
中
島
火
山
の

噴
火
史
」
と
い
う
論
文
が
あ
り
、

中
島
自
体
は
径
2.5
㎞
、
高
さ
175

ｍ
。
中
央
部
に
大
き
な
火
口
が

あ
り
、
径
1.5
㎞
、
深
さ
60
m
な

ど
の
詳
細
な
デ
ー
タ
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。（

浦
山
さ
ん
提
供
）

屈斜路湖の中島-美幌峠から


